
■『みかん栽培の礎を築いた有田みかんシステム』とは
農家による優良品種の発見、苗木生産、地勢地質に応じた
栽培や多様な出荷組織の共存により、日本で初めて、みかん
栽培を生計の手段にまで発展させた持続的農業システム。

■日本農業遺産とは
伝統的な農林水産業を営む地域（農林水産業システム）を、
「世界農業遺産等専門会議」の審査を経て、農林水産大
臣が認定する制度。

有田郡市1市3町やJAありだ等の関係機関で構成
された有田みかん地域農業遺産推進協議会により申
請された『みかん栽培の礎を築いた有田みかんシス
テム』が、日本農業遺産に認定されました。
今後は、「農業遺産保全計画」に基づくシステム

の保全・継承活動により、認定を活かした地域振興
に取り組まれます。

両氏は、有田地区地域安全協議会の地域安全推進委
員として、街頭啓発、夜間パトロールなど防犯活動へ
の積極的な取り組みを続け、明るく住みよい地域づく
りに貢献されたことが有田地区地域安全協議会会長か
ら認められ、今回の受賞となりました。

『みかん栽培の礎を築いた有田みかんシステム』が
日本農業遺産に認定！
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この表彰は、消防業務に献身し、その功労が特に顕著であり、他の模範となる消防団員に授与
されます。令和２年度は４名が受賞されました。
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湯浅小学校児童会が、新
型コロナウイルス感染症で
困っている人たちのために
募金活動を行いました。
児童会が中心となり、広

い呼びかけにより集められ
た募金は、教育委員会を通
じ日本赤十字社へ届けられ
ました。

2月20日㊏～3月21日㊐の期間、シロウオ月間が実施されました。湯浅えき蔵町立図書館での「シ
ロウオ写真展＆俳句展」や、町内施設におけるシロウオの生体展示、町内飲食店によるシロウオ料
理の提供など《春の風物詩シロウオ》をテーマとしたイベントは沢山の方にお楽しみいただきまし
た。また、伝統漁法である四つ手網漁も実施され、写真に収める人の姿がみられました。

湯浅小学校児童会が募金活動を行いました

紀州湯浅のシロウオ月間が実施されました

町の話題
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